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ノマプアニューギ、ニア材の力|仁仁|下J'ilIJT U~ 10 、限

四ニューブリテン応材によるファイパーボードの製造

オミ手IJ 日-J 1~，j' fí1î:日 f 究班(1)

Working Group on Utiliχation of Tropical Wooc1s : 

Propcrties of Some Papua New Guinea vVooc1s Relatinε 

with Manu[acturing Processes X 

Fiberboarcl fr0111 Wcst New Britain woods 

要 旨:パプアニブーギニアのjlLiニューブリテン Ir;~ ホスキンス付近で保出した広'~~1叫村山和， 20 
íf，'，1休のうち 12 刷析についてハードボードを製造し， パノレプ化収不， ，1(iびにハードボードの 1111 げ強度

などの訪れ日を怜，;，J したのその乱1; 県，イエローハードウッドを|伶いて，サイジングまたはオイノレテン

パリングを施すととにより，拠出 1" は作 ~crnJJ国はなく，また '1~1)を除いて作られたノ\ードボート、は rll

J!'(t;Jをしのぐれ

ハードボート適性

45'~'55 

長沢定児(2)

まえかき

乙の W~I;，は加 9 '~:Ul)の迫力IJ としてパプアニコーギ、ニア川ニコープリテンで収集した広柴山付 20 和のう

ち， 12 制和についてファイパーボード!具店品目会を行い， ボードJJ;ifl としての迎百を|リl らかにしようとし

たものである。

1JU)':'H Table 1 の収集将過，丸太の)1;状勺;については日 6 W21 1，ごぶされているとおりである。

試験方法

1) 繊維イヒ

12 山H:から 1 1， J られたチップηは')J岐市川-J のアスゾノレンドディファイプレーターをもちい， YJE:行jill皮 3/J<.i\('，

(1650 C, 1750 C, 183ﾜC) , )!三万lIL1} I1 U 4 分， W( i]品lI :jolllrJ 1 分の条件トーでぶ点í~!(N&をu って*Ilノ~)レフ。を製造し，

さらに KRK リファイナで *11; Ij'IL してフリーネス 22 砂土 2 秒のパ jレブ。在 1った。

2) 1戊 )1;')，および;I~\)r

灯、 1'，に上り tJ，られたパルプはよく f~平山H したのち 1&:)1;')， (1 ~女あたりのノマノレブ(史 JIH;:\: は絶í;也 200 g) し，

Fi又. 1 i ζ示すスケジ T一一ノレで兆円:してハードボードをねた。 これを1!l~ 処JlH;ドードとし， 手JJJII !iL1Jmは別j23

1980作 2n 8 11 受 JII!

(1) 林!主化学I"\jl ，木材/'，11，木材不1]川市

(2) 休p'({t/r: :'\jl

林Pt( 七 J、戸- 22 Forest Products Chemistry一一22

木材 37 Wood Technology-37 
木村利JlJ-9 Wood Utilization--9 
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Table 1.供 試 材

Wood sample 

+1t {Ill Sλ子1c32ientiac nam之F17l e 
Log No Vernacular name 

202 スポンジアス Spondias Spondiαs dulcis 

203 スロア不ア Sloanea 510αneα insulαγis 

204 ニューギニアパスウッド New Guinea Basswood Endostermum moluccanus 

205 ピメロデF ンドロン Pimelodendron 

210 アグライ ア Aglaia 

211 ノ f シフィックメイブ。ノレ Pacif� Maple 

212 夕、、イゾックス Dysox 

215 イエローハードウッド Yellow Hardwood 

216 フ ン フ ン Rang Rang 

217 ホワイトシリス White Siris 

218 ステノレクリア Sterculia 

219 ハードセノレティス Hard Celtis 

50ln 「主 l
ド
tU1115、~
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1?f ~ヤ1トーj~210'"ー→附
4 70" 一一一一一一

圧高帝日寺田 (sec)

Pressing time 

Fig. 1 熱圧スケジューノレ

Hot pressing schedule 

Pimelodendron amboinicum 

Aglαiα litoγαlis 

Amooγα cucullαtα 

Dyso勾lum arnoldiαnum 

Neonαucleαmαluensis 

Buγckellαmαcγopodα 

Aila:れthus iγltef[γifolia 

Steγculiα pαγkinsonii 

Celtis luzoηzcα 

下記のとおり行った。

3) サイズ処理試験ー1

材質向上とくに耐水性の改善を目的と

して次のサイズ試験を行った。 1830C で

蒸解したノ-!{)レフ。に解繊 I~ゴにノf ラフィンエ

マノレジョンを 3 水準の添加率(対ノマノレフ。

重量比 0.3% ， 0.6%, 0.9%) で添加i

し， さらにそれぞれフェノーノレレジン

0.3% を混入した。次いでとt着剤として

硫酸アルミニュウムの 10% 水溶液を用

いて pH を 4.5 土 0.2 に調整したのち!点

型，熱圧し， さらに熱処理 (1500C 熱風

中で 3 時間)を行って材質試験に供し

fこ。
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Table 2. サイジングおよび fllJ処理

Sizing and oil treatment 

今
|
、日

ノ

添加斉IJì~JJII li}: (対ノぞノレアOiE:日比) (%) 
Content of additives based on weight of pulp 

Items 
ノマラフィン・
エマノレジョン
Para伍n
emulsion 

I O. 3, O. 6, ﾜ. 9 I O. 3 

0.3 0.3, 0.6, 0.9 

亜麻仁川i
Linseed oil 

M\ 処 J~
Heat 

treatment 

サイズ試験 (1)
Sizing test (1) 

サイズ，Ld;'!.峡 (2)
Sizing test (2) 

1500C 3 ll;j"li'd 

150
0

C for 
3 hours 

オイノレ処理試験 l 
Oil treatment testl 

* pH を 4.5 !乙 íU
To adjust pH to 4.5. 

4) サイズ処]正試験--2

フェノー jレレジンを刈パノレフOiIi1i比 0.396 ， 0.6% , 0.9% の 3/Jdi/)JII え， パラフィンエマノレジョン 0.3

96を併川し，次いで以卜.は 3) と 11 1]以の処J~llをほどこして材質ilよ!換を 1 j' った。

5) 沿i処理試験

立l\庄山後のボードの表以 11li Iこ illU応仁 ìllJ を文、j ノ~)レプJ1\1t比 3 施， 6%, 9%1由説添加l したのち， 3) と 11 1]

椋の熱処理をuい，さらに，UiilU して f~''fl， i;1~脱に供した。

以上を去にまとめると Table 2 のとおりである。

6) 材質試験

[IH げ試験と収;J<試験は JIS A 5907 によった。ただし尖験の伺5 {;J', , 1 1J 1 げ試験)'，・は 5 Cl1l X 20 cm (111日

Xl;毛さ) ，政ノk試日食)-'，'は 10cm X 10cm とした o Hij当宅 Illl げ試!映はシャノレピ-:i\l1!j'供試験機を川い， また引

張試験はテンシロン担強度比!投機により測定した。

試験片数はそれぞれ 3~6 何であった。

2. 実験結果

米主~{，~;Jl皮 3 ノkげrで行ーった j~平織の結果，パノレフ。収率は Table 3 に示すとおりである。

j点 11ilul皮の L}Hζ よりパノレプ。I1又本は減少しているが，その{傾頃向はイエロ一ハ一ドウツドをのぞぞ、いて過去去-

において I此山!験i倹免した{他也のF市Hì片汗}下t材材.とほ lほぼまま、|ドl

;恭点 3完f戎y予弐:7t;:叫叫;立治打品札削[日r ，H皮;史[ 18邸30C 1，にこついてのみ f恨!日出!民t処E引引il ， サイズ舟剤IJì添尽b加|日l および;れ仙Il山II処I皿!主巴を行行‘つたハ一ドボ一ドの材材.1質)1，[式占li食結果

を Table 4 IとノJ~す。なお参巧ーデータとしてJIIEUl:主制材のブナ，ナラ 3) および市件付としてレッドラワ

ンω の材質式験結果c;主主~温度 183 0C 処班〉を併記した。

1) 製j造立j上上:二.の n日川lハ川u辺題jし}

I前〕刊t昨宇報R貯5ω〕でエリマおよびウオ一タ一ガムが恭煮j解1昨平1繊肱 11川l山，]'1に乙悪5九ミを放 i放技することを、+出u川ffif した O 今回とりあげた

材の '1"ではニューギ、ニアパスウッド (204) ， ダイゾックス (212) ， ステノレクリア (218) およびホワイト

シリス (217) がエリマほどではないにしても同様な傾向を示した。 しかしとれらの材が工業的な規校で
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Table 3. 収率

Pulp yield (%) 

1 f<5".-)~，，](. rlJ 畑町皮|収中 11 -)-1 ,> +,í,' l cl.1縮担度|収率
制 紐|原木杏勺 I ，Steaming1 '1Pu川樹 和 l原木町Stea-l n 

species1hgNo|tempt-hす 11 Species 比ogNormpe[午e日
CC) 1 ¥7UJ 11 CC) 

165 1 89.9 11 イエロ- 165 1 74.3 
スポンジアス ')("¥') 1 '7[:' 0 '7 ") 11 ハードウッド 'ﾌ1 C I 1 '7 C 勺勺勺202 1 175 1 87.3 11 7\ T~~.._.I_l~_/ I 215 1 175 1 72.7 Sρondias dulcis 6V 6  1 L I v ・ 11 Neonauclea "" L v 1 いム・ 4

183 1 83.9 11 maluensis 183 1 71.8 

1 86. 3 I! 165 1 85. 3 
-~~ 1 ~~.~ 11 ランラン -~~ 

スロアネア 203 1 175 1 84.5 11 ﾉurckella/ 216 1 175 1 81. 1 Sloanea i nsularis 6VV  L I v V-'. v 11 L-""" '-',,,,,...'" . L _ .1 _ 6 L V L I v 

183 1 84.2 11 macro戸oda 1 183 1 80.6 

89.9 11 ホワイトシリス 165 1 
204 1 175 1 87.1 11 Ailanthus 217 1 175 1 83.0 

86.01l infegrtjbria||183183.8 

83.5 1I ハードセノレテス 219 1 175 
11 Celtis luzonica "' L 7 1 L L v 

i プナ……α l l l : 

- ;:: i ::: l ナ ラ Qヤ一……jゲ一…rケ一\アアγf竺一そ一ナγ一la

←一一一一十一一2幻12 I 175 I 8印3.8 1: 
レツト Sh加oreωα neαrゲ仰r刈osen附siおs I 183 I 83.7 

II! ラワン b '  ~VV ，.~.~ 

1 

-~~ 

アグラベア
Aglαiα litoγαlis 

パシフベ、ソケ
メイプノレ

Amooγα cucullαtα 
211 

タ。イソゃックス

Dysoxylum 
αrnoldianum 

H�: JM日1
叫JL[ )-[-

4

、ーてー
イ~ノk 本

Moisture 

Species JLog No-jT-renant+ 
“ Thickness content 

企m) (%) 

3.0 6.9 
3.0~3.1 6.5~7.2 

スポンジアス E 
3.0 4. 3 

2.9~3.0 4.0"-'5.1 

!:3pondiαs dulcis III 3.0 4. 0 
3.0~3.1 3.9へノ4.1

N 
2.9 3. 6 

2.9~3.0 3.5~3. 7 

218 

165 1 83.3 

175 1 79.8 

183 178.0 

Table 4. ハート、ボ

Properties 

E

匂
6
ι
.

噌
E

V
 

a
 

γ
ムg

 

C
 

Fh 

.
唱
t

砕C
 

.
i
e
 

此
門
匂
却

1. 02 
1. 00~ 1. 04 

1.04 
1.02~ し 07

O. 95 
0.93~0.97 

1. 00 
0.98~1.02 

1. 04 1. 00 
1.02~1.05 0.98~し 01

1.09 1.05 
1. 08~ 1. 10 1. 02~ 1. 06 

tU I: 1m処11)1， rr: パラフィンエマノレジョン 0.6%十フェノーノレレジン 0.3労十硫酸バンド 3.5% ， ][:フェノーノレレ

ジン 0.6%十パラフィンエマノレジョン 0.3労+硫酸ノf ンド 0.3% ， IV: 亜麻仁川16% (対ノマJレフ。主主比)



パプアニ _"_1. ーギニア材の)JIJ_rl'l~性i'j (泊 10y祉) (よポIJ川品J 1"Æ似|ヴ日以上〉 ~ 49 ー

大J11『:こ似川された1:g企は忠良公告をひきおこすことも fjAl されるので， :j.;:ljíj に念入りな，û/，Jit と刈;誌につい

て検，Hする必史:があろう。

イエローハードウット、 (215) はチップ 11 休f(I，H\[色をJ止し， iυリ-られたノ~)ルレフプつも J夫ミしい色彩をイ心f している

が， パノルレ γプJ ソリ一ネスの，0品101 11出町ιIld ~i; 

秒土 2 秒) n陀む削ω|ド川JI川!円11内付 lにζljlJ!山Jj:足することがイ不く江I可リ刊t能旨であつた O

乙れはこの材のもつ特5\1なれnであると判断される o fW織によって微粉末になりやすく，全制(メッシ

ュは 150 のものを伏川)の1Iを辺地してしまうためと推察される。 このことはノ~)ルレプ0 1以U以〈心Fヰ本キド{が J非lド:γ，叩，八日山;;中;~

(70へ 75夕勉b) ことからも|切山リ川j らカか〉である (ぐTable 3め)0 またこの十はは4イ‘のノ f幻/ルレ γ~は土 ;W'γ九"市l

l:判;ド司:1 としてはj迎白M であると以われたが)成」点j兄~I板H拡阪j記L されたボ一ドは今jI恒凶1日川~I供 lむ山t された材のリ斗巾一_JではJ以止低の材閑r口iをJ九示Jメえした O

そのうえボ一ドJ材オ中r判:1 として-，-0:点お制』さ jれしる靭性(しなやかさ)にとばしく，簡単山げ強さは 5 kg. cmJcm2 (一

般ボードの切合， '/日山;;

た o 1仙也の強[皮l史史lど:も比 1似皮 11内!什1低く， さらに IlliJ ノkれも劣~[~であった。乙れはパルプの微粉本化のJ;~ ~~，~II~ とともにノ~)レ

プの火絡性(このMωiî:J~~桁:μは比 11山内 }~IJい〉の欠陥，さらに繊維のJJ~~J'/がややJ~jLいことにも ü;il止があると

J与えられる。

この{寸以外は製~_I~とくに jllUJ品なく ， )I\jij'.:付をしのぐ J-ii'i なハード，J;'ードがυ られることがIYJ らかとな

った。

2) 十j- jJII処J~llがボード材 1'1におよぼす)1~ ~~~~ 

水iJ~，:_L\H への(、]")JII 処Jl ll の効~~は IlliJ!Jぐれの 1(liで、はノぐラブィンエマノレジゴンが，強度の l(lÎではプょノールレ

ジンがそれぞれイJ効であり， 1山の|ド、f川J

ホリイ卜シリス (217) の j助卦「什'ì， 111 1，麻仁 ?lllìßJJII(こより， 1111 げ強さが 1 ， 000 kgJ cm2 をこえるおcM:を示し

たことはこれまでの五日食では例がなく，イ、JJJII処Jlll効果の山庁な例である。

lìíj引の 1) で述べたイエローハードウッドは強度の IliÎではHJJII!XI日Jl効民がほとんどなく，亜麻仁れ1I添加l

の Jbj合右 j"IÎリ上がみられた程度でボード以キ:1 としては不適ではないが，このb;(料lìJ，休でのも~用は一考を要

ードの t~' n 
� hard board 

似 Jj~ {ふをえ
乱10dulus of 

76 
74 r ノ 77

29 
26へノ30

47 
43~50 

45 
43~48 

1111 げ îJ{J1 さ (kgJcm2)
Bending strength 

以 ;;Jく本

Water 
absorption 

(労)rupture 

J[ラ 1'1 I:"rj 
Specif� 
strength 

509 
163~539 

485 
439~523 

567 
529~61S 

569 
日 1~602

5ヤ18(f!ωl
788 753l  

市
~
・
同
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叩
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一
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~
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っ
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H
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ノ
一
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」

さ
女
川
引
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刻
一
日
~

川
凶
一
一
(
日

ホ

T
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政

28 
25~31 

30 
2S~32 

32 
29~35 

O
J
O
J
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ノ

ハ
U

口
U

勺
F
4

a
n
T
A吐
守
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a
バ

H
4
n

，
，
.
パ
吐

日
~
臼
~
日
刊
~

r
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つ
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勺
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/
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〆
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Hム

円
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吐
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U
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M
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Notes) 1: Untreated specimen, JI: 0.6% para伍n emulsion + 0.3労 phenolic resin + 3.5% aluminum 
sulphate , JlI: 0,6% phenolic resin • 1-0.3% paraffin emulsion ト 3.5% alminum sulphate, IV: 696 
linseed oil (based on weight of pulp). 
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Table 4. (つづき) (Continued) 

Ig�-l''J!.P'/ !Xl1Jﾆ* I JIJfさ|合水率 j 片 帝極 |原木番目 l 処理* I 戸 ( Moisture | 品ci五c gmiJW 

IT >.T ITreat司 Thickness content L.- -H-Species I Log No.! 市凸叶.1. .l.llL.n...J.J.C;�  L-Vl.ll.C:; l.lL.気 乾 i 絶 乾

I <山UL I (mm) (%)in  air dry I in oven dry 

E I2h!1411  4.0~5.0 1. 03~ 1. 08 0.99~1.03 

ニューギニア ? Q ~ ? 1 nA 

パスウ y ド I n 1 2 三!9 1 51H3 1 1r!  9 1 

4 :立 l :fO  : :;::: | l::::j主主07店5♂ι7:3ロ止;12立止;iUU:;:l日1 1::::j1立Oω=泣12G3日;i::;:
3.1 之叫札!L2 l 6 ι I 1 此5 ! O 札8 

3O;1:l l32;:5l101105101:03 

29'"'--'3.0 3.2'"'--'3.4 1.1い. 12 1. 06'"'--' 1. 09 

1
r
1
 

社
似

スロアネア
203 

Sloαηeα insulαγlS 

Endostermum 
moluccαγlum 

E
 
日r

皿

IV 

I 

ピメロデ、ンドロン

Pimelodendγon 
α悦boinicui1'l

205 

アグライア

Aglαiα litoγαlis 

ノ f シフィック
メイプノレ 211 

Amoora cucullata 

夕、、イゾックス

Dysoxylum 
arnoldiωzum 

E 

E 

IV 

1
0
0
0
1
9
9
9

一

1
3
9
3
0
3
0
3

一
0
3
8
2
8
2
9
2

一

1
~
z
~
1
~
1
~

一
1
~
1
~
6
.
~
1
~

一

O
O
J
O
J
Q
J
0
8
7
9

一

q
u

つ
中
つ
心
つ

L

っ
U

勺
ム
つ

L

つ
L

一

E 

E
 
日「

7.6 
7.3'"'--'7.8 

5.7 
5.5'"'--'6.2 

5.9 
5.8'"'--'6.0 

5.9 
5.5'"'--'6.4 

1.02 
0.99'"'--' 1. 04 

1. 06 
1.03'"'--' し 08

1. 06 
1. 04'"'--'1. 07 

1. 08 
1. 06'"'--' 1. 11 

0.95 
0.92'"'--'0.97 

1. 00 
0.98"'-'1.02 

1. 00 
0.98"'-'1.02 

1. 02 
1.00"'-' し 05

H 

E
 
日「

7.3 
7.0~7.6 

5. 7 
5.0"'-'6.2 

5.4 
5.3~5.6 

4.8 
4.4 ",-,5.6 

1.02 0.95 
1.00"'-'1.03 0.93"'-'0.96 

1.08 0.98 
し 01~1.34 0.96 ",-,0.99 

1.03 0.98 
1.02"'-' し 05 0.97~O.99 

1. 09 1. 04 
1. 07"'-' 1. 11 し 02~1. 06 
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一一一一一一一

lillBげend強in さ (kg/cm

2

) よ l政;j(本 政ノ'K)'/: さ膨張ヰi (術lEgbs情Itemri【nHempldnげa1Rl1c1c1tHgt mh 13 2) 引張り強さn g strength mfaterThickness Tensile 

乱1政fodJ真u1係us数of 形Qnrfvt、 :cri、{~î a bsorption swelling ~;o:~':，l~"t1， strength 

rupMeJ;ょ;;L(箔) (96)(kg/cm
2
) 

394 412 79 59 11 295 
372'~400 391~441 75- 、ノ83 55' , 66 10， -1 ヌ 282~~306

512 508 19 21 9 365 
473'~543 473~528 17'~c22 父Oヘノ22 8 〆-， 10 334~393 

651 654 20 21 10 464 
606'~677 613~687 20~~21 20" , 22 12'~11 131~513 

768 724 31 15 12 443 
745'~808 691'~762 25へノ35 14へc17 11", 11 420~455 

570 571 61 46 19 362 
540c~618 545'~620 58ヘノ63 43' ,,48 17'~21 358 ，~369 

369 353 25 24 15 437 
349ヘノ380 341 へ，361 22へ，27 23，~26 11~~16 101へ，170

425 413 47 29 15 529 
391'~471 385~448 42ヘノ51 27~32 12~， 17 511~548 

476 448 39 29 17 550 
447-~，499 431 へノ459 35〆，c43 27ヘノ31 15'~19 512へ，605

438 454 7� 55 13 300 
410" , 454 429~c476 74~80 53~59 12'~15 289~315 

517 523 23 21 12 371 
'1 81", 551 510'~551 22ヘノ25 19ヘノ22 11 ヘノ 13 367 ，~375 

640 637 44 28 13 418 
600ヘノ698 599へ，687 12~47 26へ，29 11" ノ 15 329へ，474

740 691 45 32 16 495 
681.~791 638", 731 11-v48 28" , 36 14'~， 17 481~512 

41445372145131271  
384-~438 <1 28 ，~，tJ 78 70 ，~n 42ヘノ46 12へ， 15 260ヘノ287

455 477 26 24 9 302 
123~486 115" , 500 23'~29 22,.,24 8 〆 v11 275'v322 

564 596 33 23 12 382 
545~ ノ603 582.~623 32 ，~33 21'~24 10" , 13 364~409 

699 688 41 23 14 387 
639~747 647~735 26~44 20~26 13~， 17 382", 389 

549 579 48 28 13 375 
527~561 557~605 46~49 27~29 11" , 16 354~404 

583 580 25 18 8 403 
568~609 559~598 24~ 27 17 ~~ 20 7 '~-9 393へ，420

625 616 39 19 8 438 
593~635 602~635 37 ~40 17 ~20 7 ",9 434~，442 

709 692 22 16 11 524 
670~73o 660~71818~2515，~ 19 10,,, 12 505~535 

一一一

414 436 81 73 14 289 
392~450 418~473 79'~82 61r~94 12-~15 258~307 

319 326 24 23 13 391 
274~366 283~370 21~，28 20~26 11~15 334~426 

356 365 30 22 15 450 
281 ，~393 290~403 29，~32 21" , 24 14~16 319~515 

434 419 45 31 16 475 
398~446 39トベ41 38~46 7.6~32 13-~17 466~，487 
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Table 4. (つづき) (Continued) 

TE:'f ~.l.> '1-1, /I'¥.. L~".. 比重
| 可L 処理* I 厚 さ|凶小平| 山

樹 程 |原木容勺! l l Moisture i specik gravity 

IT__"T_ITreat-I Thickness content ゴ lSpecies I Log No.1 .L:::…~! .1. J.J..lL-n.J.1.錏�  L-VI1LC::I1L 勾乾|絶乾

.lJ.J.CJ..Lし (mm) (労) in air dry I in oven dry 

I 3.1 7.3 
3. 1~3.2 7. 1~7. 5 

イエロー 3.0 5. 7 
ハードウッド E 3.0~3. 1 5.4~6.3 

215 
Neonauclea E 3. 1 5. 7 

mαluensis 3. 1~3.2 5. 4~6. 1 

ランラン E 

3.2 
3.1~3.3 

3. 1 
3.0~3. 1 

3. 1 
3.0~3. 1 

2. 9 
2.8~3. 。

ホワイトシリス E 

3.2 
3. 1~3.2 

3.0 
3.0~3.0 

3.0 
3.0~3.0 

Burckenα 
mαcrolうoda

216 

E 

N 

Ailαnthus 
integγifoliα 

217 

E
 

ー
一

9
0
0
0

一

9
0
0
0

一
一
一

A
A
M
-…
一A
A
i
d
-
υ

日

一1
~
1
~
z
~
1
~
1
~
1
~
1
~
1
~

一3
.
3・
一3
.
3
.一3
.
3
.
3
.
3
.

一

J
J
J
U
J
J
J
l

一
一
一

ト
ト
ー
古
一
七

一
一
一
一

一
一
α

一

一
一
ナ

M

一
ラ
卯
一

一
一

G

一

-
N
U←

一
一

n

一

f

一

一
一

c

一
例
一

一
一

U

一

f

一

一
←
ブ
均
一
ナ
伽
一

日7
3.0 

3.0~3.0 
3.4 

3.0~3.8 

ステノレクリア E 

Steγculiα 
争αγkiγlSOγzii

218 

E
 
N 

ハードセノレティス
219 

Celtis luzoηicα 

レッドラワン

10.1 0.93 O. 84 

10.0 0.87 0.80 

10.0 O. 88 0.80 

10.0 O. 93 0.85 

Shoγeα negγosensis 
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11I1 げ強さ(l制cm2) ! 

Bending strength 

破壊係数 I )1ラ ïT li'¥j I 
Modulus of Specif� 

-一一印P!型主 s守山県h 一一|
321 349 

312~~335 310~363 

173 188 
155~181 173.~199 

216 233 
169~257 182~271 

362 367 
345~385 349~381 

410 450 
397.'-'438 411 へ~474

471 500 
418r~~191 180~~520 

514 551 
498~~532 537 ~~563 

615 623 
595r"615 594~654 

553 
己 15.~588

711 
661.~ ノ 742

851 
!99~912 

927 
843~~1 ， 015 

576 
540~606 

689 
651へク 12

826 
784r'~874 

861 
786戸~916

|政;J<.ヰz I i!&7kJ'l さ jjli3~n本

Wa ter Thickness 
a bsorption swellin乞

(箔) (%) 

62 
51.~61 

25 
21.~29 

21 
21 へノ22

24 
21.~26 

68 42 
62~71 39~45 

24 21 
21 ヘ ~28 1 9.~ ノ 23

45 23 
13へ~48 22.~21 

22 18 
20へ .24 17 〆\ノ 19

59 50 
55ヘノ60 40へ.60

23 22 
23 ，~21 22.~23 

30 24 
29r-~32 23へ .25

39 28 
35~.>4 7 20.~32 

426 
379へ~464

573 
546r~622 

659 
619.'-'691 

695 
621~73S 

455 
426へ .476

323 
)99へノ315

380 
358~396 

416 
317.'--.143 

387 

442 

383 

379 

330 

291 

357 

144 

453 
410~489 

593 
565~~651 

681 
613へ.722

694 
636~723 

489 
458~507 

332 
311~<H9 

390 
368 ， '~408 

404 
330r-~452 

393 

510 

392 

120 

355 

334 

125 

521 

103 
98~111 

28 
27へノ29

53 
52 〆 56

45 
41 へノ52

83 
81 へ~84

25 
24~27 

43 
10へ-4 5

39 
37.~13 

6
2
3
0

ノ

9
4
/
0
7

8
2
6
1

ム
「

J
1
1
1

76 
7 3r，~80 

24 
ヌ3".26

29 
29. , .31 

29 
26" ノ34

57 
53.~61 

28 
三7 ，~29 

30 
29.~32 

26 
23へ~28

56 

19 

47 

15 

13 

12 

15 

14 
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哲j'lï~l jJJ げ強さ
Impact 
bending 
strength 

(kg ・ cm/cm2)

11 
10〆\ノ 12

8 
7 〆 ~9

8 
7 r， ノ9

12 
11.~13 

15 
13.~18 

11 
11.，ノ 12

13 
12ハ ~11

16 
15~.16 

16 
11~ゾ 18

14 
J 3 ~16 

15 
11.~17 

16 
1 lr-~19 

15 
11'~16 

11 
10〆 ~13

13 
11 . 1 S 

13 
12~16 

6
0
6
8
0

〆

9
0
7

I

l

-

-

-

-

iJ I 張り強さ

Tensi1e 
strength 

(kg/cm2) 

192 
185~202 

197 
170~ゾ211

250 
189~285 

337 
316~~356 

265 
253~274 

320 
309へノ328

427 
382~448 

414 
387.~430 

387 
380~400 

485 
463~497 

571 
538~589 

559 
523~604 

319 
306.~334 

394 
270.~460 

508 
505.~512 

538 
467~596 

297 
ヌ81.~320

375 
367 〆 ~.389

439 
152〆 ~470

537 
493〆 '~583

298 

325 

317 

334 

211 

235 

302 

383 
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する。

以上の結果，これらの材ーからは強度の点である程皮良質のボードが得られるが，耐水性を向上させるた

めには，より多いサイズ剤とオイ jレテンパリングとの併用が必要である。

3. 要約

以上の結果を要約すれば次のようである。

1) パjレフ。収率は邦産広葉樹材よりもやや高い値を示したが， イエローハードウッド (215) のみは低

い数値を示した。

2) 無処理ボードの場合， TI耐1日耐1討tわ材yオ水'k'くぐJ性l

lにと，一般的な耐水処理は不可欠である。

3) パラフィンサイズを施したボードは耐水性に効果があらわれ，一部をのぞき多くの樹穏で JIS 規

格に適合する数値を示した。

4) フェノー jレレジンサイズを施したボードは，強度の向上lと著しい効果が認められた。

5) オイ Jレテンパーボードはすべての樹穏についてボード材質の改善に効果が認められた。
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Properties of Some Papua New Guinea Woods Relating 

with Manufacturing Processes X 

Fiberboard frorn 羽Test New Britain woods 

Working Group on Utilization of Tropical Woodsw 

Summary 

To discuss the suitability of tropical hardwood as raw material for hardboard, mechanical 

properties and water repellency of boards were investigated. 

Procedure 

1) Manufacture of hardboard 

Received February 8, 1980 
(1) Forest Products Chemistry Division , Wood Technology Division and Wood Utilization Division 
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The chips obtained from twelve species were steamed for 4 m.inutes and fiberized for 1 

minute � a laboratory type Aspluncl Def�rator at threc tempcratllrc 1cvcls (1 650 C, 1750 C, and 
1830C). 

The coarse f�crs obtainecl wcrc rcf�ecl in KRK reC�er at room teniperature , and the pulp 

freeness after re絈ing was 22 土 2 seconds. 

After the pulp was agitatecl in a pulp chest , the wet f�er mats were preparecl in a 25 

by 25 cm forming box, then colcl-pressccl to remove excess water. 

Moisture contcnt of the wet (lber mats was about (ìS活 wet base. 

The pulp uscd for each mat was 200ιin the bonc-c1ry 8tatc. 

A schedule applicc1 in hot pre8sing is shown in Fip:. 1. 

Most of the boarcIs were sizccl with paraff� emulsion anc1 were strengthenecl with pheno1ic 

resin in various aclcli n只 levels cl三lhle 2). 

2) Testing proceclure 

Bending strength ancl water absorption werc testecl by J1S A 5907. 1n the case of impact 

bendinどはrength ， a Charpy typc impact testcr was used, ancl the tensilc strength specimen 

was sizccl in a 2.5 X 20 cm format anι1 testecl by a Tensilon type testing machine. Three to 

six specimens were usecI for each conc1ition. 

Results 

The results obtainecl are as follows. 

1) The pulp yielcls of these wooc1 samples were higher than those from the broacl leavecl 

wooc1 species (beech, oak anc1 birch, etc.) grown in Japan. On the contrary, Yellow harclwoocl 

(215) showecl low pulp yielcls. 

2) 1'he untreated hardboarc1s from a11 of the species showed higher water resistance than 

that from Japanese hardwoocl. However, thc sizin只: treatment might be necessary in com倒

merdal production. 

3) The sizing by para伍n emulsion was not particulary effectlve for increasing the 

stren又th， but it was for improving the water repcl1ency. 1'he qualities of sized board coulcl 

meet the requirements specif�cl in the Japan lndustrial Standard for hardboard , except for 

a few spedes. 

4) On the other hand , the siz�g by phenolic resﾍn was remarkably e百ective for improving 

the mcchanical properties of the har c1 board , in proportion to the amount of resin a c1clec1‘ 

5) The oil tempering was most effective for improvin公 the properties of boards in all 

woocl spccies used. 




